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　家鶏肉腫のVirusを家鶏の皮下に接種すると，局所に
肉細が形成せられ，腫瘍細胞の増殖と白血球の浸潤を認め
ることは再三のべたところである。
　今回はさらに血中白血球が，如何に変動するかを観察し
た。
　更に，白血球の出現はVirusの直接作用によるか，ま
たはMenkineの提唱するLeukotaxineの如き肉腫細IJ包
の崩解産物ないし粘液性物質によるか，またはその他の因
子によるかということを吟制しなければならない。炎症巣
における好中球の滲出遊走はいわゆるChemotaxisなる
言葉で説明されていた。最：近V．Menkinはテルペンチン
油注射によって生じた犬の肋膜滲出液中より一種のPoly－
peptide性物質を分離し，これをLeukσしaxineと名ずけ
た。そして炎症巣における好中球の滲出の原因を組織細胞
の障碍によって生ずるこの物質によると説明した。
　著者はV．Menkinの術式に基づき・，　Leukotaxineを
抽出する実験を試みたので報告する。
　なお本篇の総括及び文献的考察は第4篇に述べる。
家鶏肉腫VirUs感染家鶏の
　血液像に関する実験
　　　　　　　　実験方法及び材料
　実験動物は生後4箇月ないし5箇月の白色レグホーン
を使用した。実験材料は新鮮腫瘍組織を滅菌生理的食塩水
で10倍乳剤をつくり3，000回転，15分の遠沈上満液を家
鶏胸部皮下におのおの5ecつづ接種した。接種前予め家
鶏の血液像を観察した。血液は両翼裏面の瀞脈より採血し
た。ti［t液像は白血球を主体とした。白血球数は1・　一マの白
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血球メランヂ＝一ルに0．5まで血液を入れる方法を用い
た。1・　一マ計算盤で計算し，おのおの2ないし3回の計算
平均値を出した。計算に使用したメランヂ＝一ルは常に一
定のものを使用した。白血球計算に当っては家鶏の有核赤
血球の核が著るしく測定を困難にするが，赤血球核は殆ど
無構造．長楕円形でチュルク氏液のゲンチアナ紫により染
まる。リンパ球は円形のやや顯粒状構造をもつた核と原形
質が少ないところがら赤血球と誤認されるものも少なくな
いので最も判定に困難を来すところであった。単球，定型
的なリンパ球，桿状或は分葉偽好酸球は明確に判定するこ
とが出来た。白血球百分率はメタノール固定，ギームザ染
色によった。この百分率においては小宮氏に従ってその像
を判定したが，偽好酸球との判定も容易の場合が多かった
が，申には顎粒の状態が明確でないものがあった。明確で
ないものはその状態から判定しておのおのどちらかに属さ
せた。血小板とリンパ球との判’rtは時に困難なものもあっ
た。．
実瞼成績
実験成績を第1～4表及び第1，2図に．示した。
　以上の図表からみて，家鶏肉腫が発生した家鶏には大体
血液像に一定の変化を認めることが出来た。先ず白血球総
数においては感染材料を皮下接種後24時間で一斎に増加
した。第2日目には減少する傾向を示すものもあるが，一方
さらに増加する例も認められた。第4日目ないし5日目に
至り漸弐下降し始めるが，第8日目になって再び一様に白
血球総数の増加を認め，しかもその後は地較的急激に増加
することを認めた。腫瘍は大体7日目以降においてこれを
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　　　　　　　　　　第1表　家鶏肉腫ウイールス接種家鶏の血液像　（1）
　　実験家鶏H．S．　1．生後4箇月
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第2表　家鶏肉腫接種家鶏の血液像　（2）
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　　　　　　　第3表　家鶏肉腫ウイールス接種家鶏の血液像（3〕
　実験家鶏H．S．3．生後4箇月
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　　　　　　第4表　家鶏肉腕ウィ・・一ルス接種家鶏の血液像（4）
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外部から触知し得る状態であった。これは組織学的検索的
検査でみられた初期反応（第1次白血球反応）と腫瘍増殖
が顕著となった時再び起る後期反応（第2家白血球反応）と
時閻的に大体一致していることが分つた。百分率的にみる
と先ずリンパ球では感染材料接種前と接種後1日目とでは
第1日目が幾分減少する例があったが，これは2ないし3
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第1図　家鶏肉腫接種家鶏の血液白血球総数
日目から少しく増加の傾向をとり，第4ないし6日目で最
も増加が著明にみられ，　これは再び減少し始め14ないし
15日目では著るしく減少した：。
　単球は多くはig　1日目ないし第4日目までは幾分減少の
傾向を示すようであったが5日目以降では少しく増加を来
し始め，出る場合においては接種前より著るしく高くなっ
ていく例も認めた。1例に第1日目に著るしく増加を来し，
2日口に殆ど接種前と同様位に下降した例も認められた。
　偽好酸球の場合は感染材料接種後第1日目で増加を来し
さらに2日目においても増加をする例を認めた。1例にお
いては急激に下降したものもあった。しかしこの例では3
日目以降急激に増加を来した。多くの例では一旦増加した
ものが，4日目には滅却を来し，再び6日目より好中球の
増加を来し，著しい増加を認めた。これに．伴う好酸球の出
現はかなり著しい変動を示したので，一定の傾向があると
は思われなかった。
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　以上の実験から血液においても組織学的検索にあらわPt
る第1家白」血球反応と第2次白血球反応と殆ど一i敷して，
白血球の増減のみられることが分つた。　　　　　．
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第2図　家鶏肉腫ウイールス接種家鶏の
　　　　各種血液細胞の百分率
家鶏肉腫組織のLeukotaxine
　　　に関する研究
薫炉方法及び材料
　実験は基礎実験を含めて5段階において行った。
　　1）胸水と他の蛋白物質の窒素量測定
　　2）血清と胸水の白血球遊出作用の比較
　　3）腫瘍乳剤と胸水の同罪素量のもとにおけるpHの
　　　関係
　　4）血清と腫瘍乳剤の同窒素駐のもとにおけるpHの
　　　関係
　　5）胸水，踵瘍乳剤及び血清による異物反応を出来る
　　　だけ少なζする実験
　　6）以上の基礎実験からの綜合成績
　実弟1：家鶏肉腫のLeukotaxineの存在を検索する
に当って，先づ予備実験としてMenkinによってLeuko一
七axine作用を最も強く有するとされている胸水を中心に
実験を進めた。胸水はテルペンチン油の家兎胸腔内注入に
より得た。テルペンチン油を両側胸腔内におのおの0．1cc
を注入し，12時間ないし20時聞で穿刺し，胸水を採取し
た。胸水は2000p．r．m．30分の遠心上清液を使用した。次
に他の物質として家鶏血清，眼球晶子体を用いた。弐に腫
瘍は新鮮家鶏肉腫を無菌的操作のもとに細片し，3回凍結
融解を繰返し，さらにWaring　blenderでhomoginate
9巻1暮
し，これを生理的：食：塩水で2倍稀釈とし，4000r．p．m．30
分の遠心上清液を使用した。爽にこれ等の実験材料のおの
おの1ccにつき’ミクロキールダール法を用いて窒i素：量を
測定した。各窒素量は次の如くである。
　　胸　　水（原液）　　　　　7．07mg／cc　N
　　眼球晶子体液（原液）　　　0．62　mgf’cc　N
　　家鶏肉腫（2倍稀釈液｝　　1．30mg／ce　N
　　i家鶏血清（原液）　　　　．3．164　mg／cc　N
　以上の窒素量より’，晶子体液の窒素量は極めて微量であ
るためこれを除き，胸水，家鶏肉腫及び血清について実験
を進めた。
　実駿2：胸水の白血球雌走促進作用を検討するために，
胸水のそれぞれ2，4，8，16及び32倍稀釈液及び」血清，食
塩水を家兎背部皮下におのおの0．2cc宛注射し，おのおの
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5，10，20，40分，1，2時間毎に皮下伸展標本を作製し，
血管内白血球集籏，血管外遊出の程度を検索した。
　即ち胸水の8倍弓長は著明な白血球遊走進作用を示すが
16ないし32倍では血清と大差がない。
　実験3：訳に胸水及び腫瘍乳剤遠沈上清を同一窒素最
として白血球遊走促進作用を検索した。なお腫瘍乳剤は酸
性であるのでpHの影響を考慮して，胸水と同じpEに修
正した。
　　A．　胸7k　pH　8．2。
　　B，三三（2倍生理的食塩水乳剤遠沈上諭）pH　4．6。
　　C．Bの煙瘍のpHを重炭酸ソーダでpH　8．2に修正
　　　したもの。
　以上の材料を同じ家兎皮下に接種し，10，20，30分の時
間的観察を行った。成績は図表10に示した如くである。
第5表　胸水のLeukotaxin6作用について
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第6表　肉腫抽出液及び胸水のLeukotaxine作用の比較
第　　1　　例　　　　　　　　　　　　　　：圧　　例
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第7表　肉腫抽出液及び血満のLeukotaxine（×〉作用の比較
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第8表　肉厘の凍結遠沈上清のLeukotaxine作用
時　　間
種　　類
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｝Lut　　　三
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第9表　Leuko七axine作用とpH
時　　間 5分
種 類
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　以上の成績からみると．胸水は睡瘍と窒素量を同じにして
も白血球遊走促進作用は強い。また櫨瘍乳剤遠沈上清は
pH　4．6でこれをpH　8．2に修正したものより，若干強い白
血球遊走促進用を有するが胸水に比較すればかなり軽度で
ある。
　実瞼4：次に血清について前実験3に行ったと同様，
pHを修正し，且つ窒素量も腫瘍に一致せしめて実験を行
った。実験を行った煙瘍及び血清のpHはそれぞれ4．6及
び7．6のものであった。第7表の如き成績を得た。
　即ちpH　4．6血清が10分で強く白血球の血管集積を示し，
20分でpH　4．6血清及び二二はさらに強い白血球の血管集
積を示し，白．血球の血管外遊走も認められる。一・方pH　7．6
においては血清では同程度の白血球の血管内集積及び血管
外遊走を認めるが，pH　7．6の｝厘瘍では全く弱い。しかし40
分ではすべて同程度に認められる。即ちpH：の白血球反応
に対する影響は10分ないし30分において認められるが，
それ以降ではpHによる白血球反応の相異ははっきり認め
られなかった。
　実瞼5：以上の実験において使用した腫瘍乳剤，胸水
及び血満はすべて2倍稀釈液或は原液の遠沈上清液である
が，煙瘍の遠沈上清は軽度に混濁し，容易に遠沈されな
い粒子成分が共在しているので，当然異物作用が考えられ
る。本実験においては試料の凍結遠沈によって清澄な厘膓
乳剤抽出液を得て実験に供した。
　以上の試料の窒素量及びpHは次の如くである。
　　胸　　水　　3．362　mg／cc　N　　pH　7．2
　　瞳　　瘍　　0．347mg／cc　N　　pH　6．0
　　血清3．164mg／ccN　pH7．6
　次に接種材料たる胸水及び血清は窒素量において煙瘍と
同量になる様に稀釈調製した。
　こPtを同様0．2　ccづっ家兎背部皮下に注射し5，　IQ，20，
30，40，60分と皮下伸展標本により観察した。成績は第8
表の如くである。
　以上の成績から随蕩の清澄な抽出液も，やはり胸水に比
較して白血球遊走促進度が弱いことが分った。
　さらにpHの影響を考慮して，血清についてpH　7．6及
び6．0のものの作用を比較したが次に示す如く，その間に
大差はなかった。
　腫瘍のpHは6．0であった。
小 括
　以上の実験から本腫瘍抽出物の白血球反応促進作用は弱
く，いわゆるMenkinの胸水に見られたようなLeuko－
taxineの作用の存在は否定は出来ないが極めて弱く，ま
たpHの影響についても殆ど認めるものがなかった。
結 論
　1）家鶏肉腫Virusの援il種をうけた家鶏の！血液像は，
Virus感染24時間後白血球の急激な増加を認め，以降亥
第に減少し，8日後再び増加を示す。即ちag　1次白血球反
応はVirus注射局所の異物反応期，第II次白血球反応は
腫瘍増殖期に一致する。
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　　2）家鶏肉陳組織中にはMenkinのいわゆる，　Leuko一　　た。
taxineよう物質を極めて軽度に証明し得るに過ぎなかつ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　　　1）　ln　the　circulating　blood　of　chicken　inoculated　with　chicken　sarcoma　virus，　marked
increase　in　the　number　of　leukocytes　was　observed　24　hours　after　inoculation，　followed
by　a　gradual　decrease；　thereafter，　a　similar　pattern　was　again　noticed　8　days　after
inoculation．　The　leukocytosis　in　the　early　stage　and　that　in　the　late　stage　were　found　to
correspond　to　the　reaction　in　the　st4ge　of　foreign　body　stimuli　and　that　in　the　stage
of　tumor　growth，　respectively．　’　　　　2）　A　minute　amount　of　leukotaxin－like　substance　was　obtained　from　the　tumor
tlssues．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Oet．　24，　1955）
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